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セゴン ヴァレリ

館
パ
日
日
画
究
如
そ

画
に
も
は
映
研
が

。

映
前
つ
ら
本
の
画
る

年
い
か
日
こ
映
す

て

4

は
月
察AH
V

、
。
、

じ
ら

1

間
た
に
考

。

感
た
か
の
年
き
め
を

を
つ
れ
年
一
で
じ
か

力
け
そ
昨
が
は
た

魅
ふ
れ
と
つ、
。

の
に
い
た
ら
こ
て
至

画
楽
合
き
え
る
つ
に

映
快
出
て
与
す
た
日

す
と
し
が
究
当
今

ら
ご
画
目
会
研
に

か
過
映
注
機
て
る
し

頃
を
本
に
む
し
め
歩

い
間
日
画
住
中
と
進

幼
時
で
映
に
集
ま
に

で
リ
本
本
を
を
何

の上で、 日本と

展、 製作機構、

フ －
フ
ンス の映画の歴史的な発

は、 私がフラ

に深く興味を

ある。

れ
係
で

こ
関
材の

題

。い
画
だ

た
映
ん

え
の
選

考
仏
に

を
日
め

能
ω
て
た

状
し
る

の
と
い

在
人
て

現
ス
つン

持

。
、
た
っ
た
発
仏
リ
が
て
エ
パ
サ
年
写
画

れ
よ
れ
て
南
荘
し
ミ
二
動
映

。
、
。

ま
に
さ
し
る
別
と
ユ
は
た
活
の

生
弟
影
と
は
い
の
マ
リ
画
れ
一
「
り

みa
L
W

か
一
ら
兄
撮
＞
編
て
家
ネ
は
映
さ
は
最

た
一
か
ル
で
フ
短
れ
ル
シ
実
の
開
フ
れ
の

園
。し
一
中
一
光
ラ
の
ら
一
の
そ
公
た
ラ
さ
本

生
一
の
エ
の
グ
ど
撮
エ
初
が
て
つ
グ
入

-

g 

園
。

誕
一
光
、
、
、
仏
ト
な
で
ミ
最
ム
た
め
あ
ト
輸

に
一
陽
ユ
南
マ

J

所
ユ
ル
つ
初
で
マ
に
。

－

o

た

何
一
の
リ
が
ネ
着
場
リ
だ
イ
あ
で
点
ネ
本

一
れ

如
一
ス
は
ム
シ
到
う
た
ら
フ
で
エ
発
シ
日

－
大
』

は
一
ン
に
ル
＜
の
い
つ
か
的
画
フ
出
た
は

画
一
ラ
い
い
イ
の
車
と
だ
た
史
映
カ
の
れ
に
開

－

Q
d

九
A

映
一
フ

8

フ
そ
列
タ
主
つ
歴
族
・
画
さ
頃

d

一
南
ハ
の
「
オ
場
あ
た
家
ン
映
明
年
で

、
．

0
η
t
j
f

に
一
は
末
初
る
た
シ
工
に
れ
の
ラ
ト
発

9

生

め
一
画
紀
界
あ
れ
・
の
地
さ
家
グ
ン
の

1

の

じ
一
映
世
世
で
さ
ラ
ン
の
影
ル
の
レ
そ
の
」

は
一

l

て
の
表
の
ヨ
こ
撮
一
リ
イ
後
真
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ス
画
と
に

タ
く
映
殊
手

イ
じ
劇
特
横

パ
同
編
の
の

は
と
短
本
ン

品
国
の
日
一

作
外
風
リ

う
諸
劇
だ
ク

い
寸
た
ス

。

と
た
と
に

。
。

」
れ
ム
た
中
た

り
さ
ル
し
映
い

踊
映
イ
を
上
が

手
上
フ
業
ら
士

の
で
写
興
か
弁

妓
阪
実
て
初
る

芸
大
も
し
最
語

園
プ
で
を
を

祇
一
本
形
て
調

「
コ
日
の
し
台

映画の製作機構

フランスでは、 パテおよび、 ゴーモンとい

年
立
松
か
支
の
督
リ
度
こ
ン
法
人
ラ
り
の
れ
つ
な
礎
は

数
設
時
の
画
リ
監
メ
制
る
ラ
方
ス
フ
あ
督
ら
に
い
基
と

に
）
当
ら
映
を
の
ア
社
あ
フ
作
ン
ら
監
み
覚
違
の
こ

。
、

た
京
活
の
か
や
国
こ
や
会
で
製
ラ
上
か
に
感
に
会
ぶ

れ
東
日
そ
社
構
他
本
大
度
は
な
フ
の
昔
で
所
の
る
社
及

さ
が
（
会
機
に
は
日
は
制
れ
的
に
そ
が
的
随
画
い
本
も

。

立
オ
真
た
画
作
常
の
画
ン
こ
義
か
動
業
が
映
て
自
に

。
。

設
ジ
写
し
映
製
は
る
い
映
ヨ
主
確
る
運
工
み
や
し
は
界

。

に
タ
動
足
は
画
れ
き
ス
シ
る
人
は
あ
る
手
試
構
致
ど
世

。
ι

。

。
ス
活
発
督
た
映
わ
大
ン
ク
れ
個
れ
で
す
は
な
機
一
な
の

1

画
本
が
監
し
ス
言
が
ラ
ダ
ら
た
そ
の
化
問
的
作
に
度
画

が
映
日
社
画
示
ン
に
ろ
フ
ロ
げ
し
も
術
映
験
製
慣
制
映

。

社
の
会
映
を
ラ
般
こ
の
プ
あ
適
る
る
芸
ス
実
習
社

会
初
て
函
の
向
フ
一
と
今
立
で
も
あ
す
を
ン
や
も
の
会
て

画
最
い
映
ス
傾
て
と
う
独
し
最
で
致
画
ラ
事
画
国
大
し

映
の
続
の
ン
る
し
た
負
り
と
に
ら
合
映
フ
仕
映
の
の
と

の
本
マ
ラ
れ
関
き
に
な
く
徴
督
か
に
は
も
な
本
そ
本
造

。

初
日
た
ネ
フ
逃
に
て
質
異
な
特
監
る
質
で
で
的
日
日
構

最
れ
キ
を
覚
し
気
と
は
が
の
あ
気
ス
在
創
て
な

。
。

う
後
さ
竹
ら
配
感
ド
の
カ
で
と
ス
で
の
ン
現
独
る
い
い
的

前
と
い

以
宝
ン
違

と
東
ヨ
の

つ
シ
構

ず
竹
ク
機

松
ダ
作

り
ロ
製

ま
活
プ
な

つ
目
立
う

独
よ

。
、
う
は
の
の

ろ
界
数
こ

あ
画
小

。

で
映
と
る

然
の
社
い

当
本
会
て

から、 日

東映の大

に分かれ

から、 映

ρ
0
 

0
0
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あ
ス

か
で
ン

，
つ
の
ラ

ろ
る
フ

あ
な

で
に
も

る
様
て

え
の
い

与
ど
お

を
は
本

響
展
日

影
発

な
の
は

ん
画
で

ど
映
今

に
現

容
は

。

内
い
か

の
る
う

画
あ
ろ

ン
わ
に
方
市
に
と
は
内
ろ

ヨ
き
は
界
る
の
内
カ
た
あ

シ
に
割
世
す
画
国
リ
ま
値
で

一
も
役
介
映
ど
メ
楽
価
す

ケ
と
の
く
紹
ん
ア
娯
な
こ

ユ
と
そ
な
を
合
と
に
的
起

。

ニ
ビ
は
ど
場
ほ
々
る
美
き

。

ミ
レ
る
で
な
の
に
徐
あ
の
引

コ
テ
い
け
慣
本
め
っ
そ
を

ス
て
だ
習
日
た
も
つ
化

マ
オ
つ
て
の
か
倒
と
変

は
ジ
担
し
化
し
度
し
傾
る
な

画
ラ
を
対
文
か
制
に
と
様

映
割
に
し
の
り
義
を
の

聞
役
々
徴
特
お
主
形
ど。

も
新
な
人
特
る
独
て
業
の
は

て
大
の
の
あ
の
れ
商
そ
実

い
り
重
国
国
も
そ
さ
く
は
真

お
あ
て
の
の
で
は
定
じ
術
の

に
で
め
そ
そ
法
場
限
同
芸
容

うか。

映画は芸術であるか、 それとも娯楽であるか。

日本人 5 0 人を対象にして映画に関するアン

ケート調査を行った。 その中の第

「映画から何が連想されますか。 J 

の質問は

という問

いで、 この質問のねらいは、 最初に日本人の

映画に対する感覚をとらえることであった。

年齢に差はなく、 「娯楽 J 、 「映函館」、

「夢」という回答が多かった。 そのほか、

「現実逃避 J 、 「昔の名作の映画 Ji 、 映像の

美しさ、 スケールの大きさ」、 「自分をよく

するもの」などの詩的なものや、 「夏休み、

お正月」、 「休日」、 「映画の日」と言った

ような具体的な回答もあった。

第二の質問は「映画はあなたにとって、

術ですか、 それとも娯楽ですか。 」である。

世
一
品

8 0 %の人から「娯楽です。 」という

ってきた。 それは大変驚いたことで、

期待に反しているデータであ

ランスに人の同じ質問をした

っ fこ。

返事が返

自分の

多分、 フ

り、 5 0 %ず つに

-87-



(4) 

なるか、 「芸術」と答える人の方が多いであ

ろう。 加えて、 もっと期待を裏切ったのは、

つぎの質問の「どの国の映画が好きですか。 」

という聞いに、 ほとんど満場 致で「アメリ

。る
い
結
ん
品
れ
で
画
同
問

あ
か
な
選
作
そ
果
映
質

で
し
酷
を
結
う
て
と
、
。

と
入
残
函
て
た
す
い
っ
」

こ
二
も
映
し
い
表
と
と

。

う
は
て
ス
視
も
を
」
を
か

言
人
つ
ン
無
人
い
ル
ト
す

と
だ
と
ラ
を

6

違
一
一
で

た
ん
に
フ
国
が
な
エ
ケ
き

き
選
人
か
人
き
ミ
ン
好

て
を
の
し
だ
る
大
ロ
ア
が

つ
画
ス
け
た
え
の
プ
に
画

返
邦
ン
だ
考
と
「
人
映

。

が
ラ
人
た
を
ス
ス
の

答
に
フ
一
つ
け
ン
に
ン
国

う
と
か
だ
ラ
月
ラ
の

い
こ
た
て
な
観
フ
七
フ
ど

と
な
っ
し
れ
値
た
が
「

。

J

念
か
と
く
価
ま
る
誌
く

カ
残
な
果
で
の
も
あ
雑
じ

した。 その結果は、 フ

ト、 アメリカ映画 1 7 パ

フ ンス映画

セント、

4 9 パーセン

わからない

2 2 パ セント、 （日本映画は載っていなかっ

雑
フ
と
の
に
の
し
最
プ
活
定
ま
作

の
と
こ
た
常
し
そ
貫
は
立
し
目
安
す
で
画

。

そ
本
う
し
も
か
一
で
独
か
に
た
ま
方
映

と
日
違
生
で
し
ら
来
本
し
で
う
つ
が
他
な

ト
ぶ
発
ス
か
以
日
て
況
よ
か
画
に
的

。
。

一
は
い
て
ン
た
時
年
っ
た
状
の
な
映
時
験
。
。
。

ケ
と
だ
し
ラ
き
ト

0

た
こ
れ
な
社
来
楽
同
実

ン
こ
は
に
フ
て
ン

1

き
起
さ
安
会
出
娯
で

ア
な
覚
様
も
れ
レ
て
に
立
不
作
は
の
き
新

の
明
感
の
で
ま
イ
も
し
年
設
に
制
と
社
行
新

O
K
U
 

分
自
る
ど
本
し
サ
り
求

1

く
的
手
こ
会
て
は

自
と
す
は
日
親
は
よ
探

1

多
会
大
る
画
し
ン

る
対
い
ら
て
に
る
を
が
数
社
る
作
映
透
ヨ

。た
え
に
違
か
し
合
す
性
動
が
れ
を
手
浸
シ

つ
考
画
の
生
と
場
究
術
運
ン
的
さ
画
大
に
ク

あ
を
映
こ
誕
楽
の
追
芸
化
ヨ
済
表
映
ら
中
ダ

。

で
果
の
か
の
娯
ス
を
の
術
シ
経
代
で
れ
の
ロ

。

〉
結
ス
る
う
画
の
ン
性
画
芸
ク
は
に
態
こ
衆
プ

の
ン
あ
ろ
映
衆
ラ
楽
映
の
ダ
時
竹
状
大
立

。
、

た
誌
ラ
で
だ
大
フ
娯
て
初
ロ
当
松
な
方
す
独

n
D
 

0
6
 



(5) 

成の努力をしていた。 例えば、 1 9 2 6 年の衣笠

貞之助の「狂ったー頁」は川端康成が書いた

前衛的なシナリオであり、 映画を芸術に高め

ようとする努力として、 新感覚派映画運動の

中心と認められている。 後に、 本格的なト

キ一時代にはいると、 文学作品の映画化によ

って、 日本映画の内容は一段と豊かとなり、

文芸映画が生まれた。 1 9 2 0 年代には、 フラン

スでも前衛的な映画運動が盛んとなり、 映画

に対する新しい試みも数多く行われる様にな

った。 徐々に文学や演劇の支配を脱して、

「純粋映画」 c i n e m a p u r を実現し、 それによ

って映画固有の美学を構築しようとするもの

であった。 その前衛的な映画運動はダダイス

ムやシュルレアリスムの前衛芸術運動から強

い影響を受けたのである。 その段階までは日

本とフランスの映画の発展過程はほぼ同ーの

経過を辿るが、 第二次世界大戦に入ってから

は異なる方向へ進み始めた。 当時白本では、

大戦中の企業統制によって、 映画会社も松竹、

東室、 日活をはじめとする数社を合併し、 大

映が創立される。 また映画法が施行され、 脚

本などは政府によって厳しく検閲され、 映画

制作数は減少する。

フランスでは、 ナチスの占領下で、 映画は

之しくなっていったが、 非占領地区の南フラ

ンスでいくつかの優れた作品が生み出された。

その困難な時期を克服するため、 戦争が終わ

った直後には、 国立映画庁の設置や映画助成

金制度の制定など、 国家による保護育成策が

推進された。 また、 パリ大学などを中心に

「映画学 J ( filmologie ）という新しい学聞

が起こった。 もちろん映画を対象とする学問

である。 それでも戦後映画の復興は進みにく

く、 多くの作品は自由な発想を欠き、 5 0 年

-89一
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代末まで停滞して

画の復興はめざま

いた。 逆に、 戦後の日本映

しかった。 映画制作に当た

つては、 長く困難な時代を経たにもかかわら

、
と

c

ち
際
て
」
画
後
な
ミ

5

制
画
大
な
し
難
な
パ
つ

。
激

立
固
め
門
映
の
ン
デ
た
や
る
映
を
的
か
困
鮮
・
な

刺
マ

に
始
生
本
そ
リ
カ
し
映
よ
楽
ム
術
し
に
新
ル
と

の
ネ

。

模
年
て
羅
臼
ル
ア
出
東
に
た
娯
テ
芸
第
は
ベ
心

ν
 

。
、
，

J

規

5

し
「
る
ベ
の
続
社
し
る
ス
た
次
画
一
中

、
波
・

業
ー
と
の
り
あ
カ
が
映
会
立
す
シ
ら
つ
は
映
ヌ
の

Z

’u 

産
に
画
明
ま
で
ヌ
リ
賞
大
画
確
と
・
が
あ
界
ス
「
そ
デ

l
u
 

の
の
映
漂
っ
の
ン
メ
授
映
が
意
一
な
で
画
ン
は

新
。

前
も
本
黒
た
カ
ア
の
宝
の
制
得
タ
し
能
映
ラ
れ
た
エ

f
、
、

。

戦
る
日
た
る
め
督
東
つ
体
に
ス
定
可
本
フ
そ
っ
イ

ou 

で
な
で
し
あ
し
ア
め
監

5

る
れ
安
も
日

u

あ
カ

、

o
g
o

ど
に
）
得
が
ら
チ
始
画
竹
の
よ
ぞ
し
て
険
に
た

a

で
「

、

v
w

ほ
拠
ア
獲
品
知
ネ
を
映
松
活
に
れ
拓
し
日
目
と
逆
つ
動
誌

ou 

年
証
チ
を
作
に
ベ
祭
の
は
日
社
そ
開
と
う
る
い

l

運
雑

5

の
ネ
り
た
界
画
本
画
た

5

が
を
業
い
ぎ
え
て

e

る
画

wv 

か
そ
ベ
プ
れ
世
ど
映
目
映
し
手
社
ル
企
と
過
迎
し

u

い
映

0
 

ず
（
ン
優
を
ほ
際
で
の
聞
大
各
ン
作
を
を
示

n

て

。
、

わ
た
祭
ラ
う
在
間
固
ま
ら
再
ヤ
し
制
年
況
を
」
れ
は
、
、

n
ハ
u
w

つ
画
グ
い
存
年
の
賞
れ
に
で
に
ジ
に
画

5

状
力
グ
ば
の

ず
直
映
の
と
の
十
ど
一
そ
年
作
既
に
切
映
ー
な
活
一
呼
た

た。 その

c i n e m a の批評家と若い監督であっ

ヌーベル・パーグは確固たる映画観

a h i e r d u 

のもとに、 既成の映画作成法を破るという映

画の革新を目指していた。 J. L. ゴダール、

F. トリュフォ一、 c. シャブロルなどの監

督は映画界のみならず、 社会的にも大きな反

響をよんだ。 その影響は日本にも及んだ。 そ

島
が
分

大
督
い監

し

で
の
新

グ
手
の

一
若
画

パ
の
映ど

本

ル
な
日

ベ
次

一
洋
て

ヌ
田
つ

竹
山
行

松
を

の
平
み

年
昌
試村

な

l

今
的

は
欲

れ
渚
意

-90一
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。
社
、
、
、
激
に

速
な
険
激
し
山
ン
る
も
な
道
画
年
未
画
品
ぽ
な
ら
で
あ
せ
々
る
フ
あ
で
す
も

が

0

刺
と

し
急
難
冒
リ
刺
ト
た
ピ
れ
に
的
の
映

8

ら
企
作
つ
る
え
こ
で
ま
様
よ
で
う
対
る

命

9

な
こ
、

か
の
固
な
シ
り
一
し
ら
界
団
自
ス
ー
か
な
な
供
え
ら
こ
何
し
は
に
て
い
ど
に
よ

、
革
的
す

し
ビ
は
的
を
よ
レ
献
や
げ
画
集
独
ン
難
全
う
子
考
と
は
楽
に
義
し
良
は
画
に

月
、
、
理
か

レ
画
術
画
カ
貢
ズ
上

5

映
の
に
ラ
に
困
安
そ
を
て
て
義
を
動
定
と
て
葉
映
い

心
動

た
テ
映
芸
映
え
ス
く
一
が
の
は
グ
々
フ
逆
の
に
し
画
況
し
さ
定
心
行
）
の
語
し
言
の
違

o
a

を

し
本
ト
増
エ
よ
リ
ど
年
響
一
個
の
代
的
ル
映
る
状
と
の
の
楽
（
こ
単
釈
う
人
の

8
0
0

体

作
化
日
め
ツ
が
に
に
シ
な

6

影
パ
が
降
る
年
業
一
い
い
の
楽
う
葉
間
娯
と
す
解
い
本
念

9
0

身
。

創
変
た
ヒ
画
第
栄
」
濫

l

の
・
達
以
い

6

商
ピ
す
て
在
娯
ろ
言
人
る
）
る
表
と
と
日
概

の
司
、

L
U

を
の
て
の
な
映
次
繁
よ
氾
そ
ル
督
代
て

1

ァ
ゃ
れ
現
が
あ
う
「
類
す
（
あ
を
味

J

と
の

品
造
れ
そ
全
線
が
の
い
の
は
ベ
監
年
け
ず
に
り
さ
と
画
で
い
と
種
別
と
味
意
術
人
葉

、

n
H
M

、

作
構
さ
・
安
路
現
竹
ら
画
で
し
一

8

続
は
ら
衆
か
作
因
映
然
と
る
の
大
の

J

趣
じ
芸
ス
言

。
、
内
司

る
業
響
た
り
る
表
松
つ
映
ス
が
ヌ
し
ー
を
画
お
大
分
制
要
本
当
」
よ
楽
も
の
や
同
「
ン

す
産
影
い
よ
ゅ
の
は
ざ
ン
る
退
展
映
て
け
が
な
日
は
楽
に
娯
が
む
も
動
ぼ
は
ラ
は

、
。
。
、

と
の
に
て
わ
力
て
男
く
ラ
揺
た
後
た
発
本
れ
だ
画
り
的
の
と
娯
書
る
し
む
活
ほ
で
フ
い

う
本
ど
え
れ
い
暴
し
「
や
フ
く
い
は
め
た
日
さ
る
映
か
史
代
こ
「
辞
の
あ
楽
し
い
と
れ
違

。

こ
日
な
迎
ら
た
や
と
の
や
き
て
動
始
し
の
放
き
い
ば
歴
現
る
の
も
が
て
楽
し
語
そ
か
の

。

開
の
及
を
け
し
性
例
次
画
頃
大
し
運
み
定
降
解
で
し
画
の
い
語
か
る
の
っ
て
楽
ス
う
覚

。

を
時
普
代
避
化
な
洋
映
じ
を
及
画
歩
安
以
に
さ
映
そ
ば
て
本
う
め
も
ょ
っ
ン
う
ろ
感

。
、

野
当
な
時
は
ズ
的
た
田
ク
同
会
波
映
を
は
代
だ
や
や
い
ら
れ
日
ろ
慰
な
に
よ
と
ラ
ろ
あ
る

nu 
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のかも知れない。 日本語の辞書によると「芸

術」とは、

る創作活動。

「（ a ）技芸と学術。 ( b ）美を表現す

絵画、 彫刻、 演劇、 舞踊など。 」

とある。 この言葉は、 1 8 8. 3 年に中江兆民が西

洋語の「 a r t 」に対する訳語として用いており、

1 8 9 1 年以後「美術 J との区別が定着したとさ

れる。 一方で、 西洋語の「 a r t 」は芸術一般を

さすとともに、

の「 a r t 」は、

造形美術の意味をも含む。
守

、ー

ラテン語の「 a r s J 、 さらにギ

リシャ語の「 t e c h n e j に由来しており、 これ

らの言葉が学問と技術の二つの意味を内包し

ていることは、 むしろ漢語の「塞術 j との近

似性を示す。 したがって、 日本語の「芸術」

とフランス語の「 a r t J は完全に同じ意味では

ない。 「芸術」の意義は「 a r t J よりも狭く限

定されている。 現実に、 日仏辞典を引くと

「芸術 j の欄には r a r t 」としか書かれていな

いのに対し、 仏日辞典の r a r t 」の械には f ①

技術、 術 (( a ) （熟練を経た）巧妙な技術、

技巧、 秘術 ( b ）やり口の巧妙さ、 投滑 ( c ）作

為、 わざとらしさ J など、 多種類の意義が日

本語で表されている。 たとえば、 フランスで

よく使われる表現” a r t c u 1 i n a i r e ”を「料理芸

術」などと訳したならば、 全く意味を失って

しまうであろう。 したがって、 前述の日本人

に対するアンケートについても、 8 0 %の人が

「映画は『 娯楽』である。 J と答えてはいる

が、 「娯楽」と「芸術 j の定義が日本語とフ

ランス語で異なる以上、 単純に比較すること

はできないのである。

カンヌ映闘祭

日本は、 フランス映画を年間 6 0 本前後輸入

しているの対し、 フランスへの輸出は 2 3 

n
L
 

A
E
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本程度しか行っていない。 現在、 フランスに

日
た
会
日
画
ル

em
 

し
機
し
が
映
一

l翁
“

は
る
か
ち
ヌ
ュ

p

。

ど
る
れ
し
た
ン
ジ

。

ん
あ
触
人
カ
ダ
た。

と
で
に
る
ス
ト
れ

。

ほ
画
面
あ
ン
た
一
わ

の
映
映
で
ラ
き
コ
行

画
カ
本
実
フ
で
の
が

映
リ
日
現
の
が
ス
祭

国
メ
は
が
く
と
ン
画

。

外
ア
で
の
多
こ
る
ラ
映

る
ス
い
る
あ
フ
ヌ

れ
に
ン
し
は
す
で
に
ン

さ
う
ラ
乏
て
賞
月
カ

映
よ
フ
て
つ
観
て
五
回

。
‘n
v

上
じ
め
限
を
い
の

4

て
同
て
わ
に
画
お
年
第

い
と
っ
き
年
映
に
今

お
本
が
が
今
本
祭
で

D ’ o r （最優秀賞）に輝いた作品は D a v i d 

H
J
 

、
。

リ
が
日
高
く
べ
れ
る
真
に
の

J
F
 

メ
画
ら
多
年
わ
い
一
写
で
め
気

ア

。

ア
映
が
が
る
毎
行
て
サ
皆
た
囲

う
の
、
る
な
は
い
は
に
つ
ユ
家
る
雰

キ
ふ

い
カ
て
い
で
て
祭
聞
な
デ
論
り
見
な

近

と
リ
れ
な
ス
し
画
の
と
ロ
評
じ
を
気

最

」
メ
さ
少
ン
に
映
祭
し
プ
混
一
陽

r

ァ

o

映
は
ラ
み
ヌ
画
催
ト
に
タ
の

a

る

e

も
上
数
フ
し
ン
映
な
優
ス
々
ス
そ

hu

’
LW 

年
く
に
楽
カ
の
要
俳
リ
人
な

t
9

て
、

a
8

多
は
特
を
つ
つ
重
ナ
の
名
い

q
u
B
し

d
l

数
品
画
持
二
も
督
ヤ
ミ
有
集

l

賞
。

i

に
作
る
映
を
の
最
監
ジ
コ
も

w
o

受
。

た
般
の
い
の
史
ス
て
は
が
・
う
達

「
を

っ

r

一
ス
て
本
歴
ニ
い
で
フ
ス
祝
ン

の

o

あ
が
ン
れ
日
の
ベ
お
ヌ
ツ
マ
を
ア

督

で

D

画
ラ
さ
が
年
と
に
ン
タ
の
画
フ

監h
画

e

映
フ
価
々

3

ン
界
カ
ス
等
映
の

c

m

 

n

映

l

の
や
評
人

4

リ
画
の
の
に
く

v
d

笥
ω

、

L

ヵ

p

カ
本
く
の
ル
映
そ
等
家
緒
多

中で、 映画は十日間、 カ

る。 今年は日本映画から

ンヌの街の中心とな

っの作品が選ばれ

た。 その一つは黒淳明監督の「夢」であり、

もう一つは小栗康平監督の「死の刺 J と言う

映画であった。

黒淳明の「夢」は映画祭のオプニ

映される特別招待映画で審査の対象

ンゲ

では

に上

なか

った。 黒淳明はカンヌの常連で、 今回

目のカンヌであった。 1 9 5 6 年に初めて、

が 3 回

「生

-93ー
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年
映
が
て
え

の
υ
0
8
た
本
」
し
ら

の
w
d－
れ
日
考
と
と

ら
た
節
節
も

れ
え
れ
山
使
を

ば
与
ら
楢
の
心

選
が
え
「
画
の

が
リ
与
の
映
衆

画
プ
を
督
本
観

映
ン
リ
監
日
の

う
ラ
プ
平
ら
ス

い
グ
ン
目
聞
か
ン

と
に
ラ
村
昔
ラ

」
」
グ
今
フ

録
者
の
は
に

記
武
こ
は
津
上

の
影
て
黒
以

の
「
に
し
割

。

も
は
去
と
る
役

き
に
過
画
あ
の

映
ソ
と
な
ス
れ

ヌ
ピ
匠
は
ン
ら

ン
エ
百
］
と
ラ
え

カ
う
は
象
フ
与

は
い
で
対
が

に
と
界
の
も
賞

年
た
画
査
で
な

8
い
映
審
カ
別

nwu 
－
描
の
は
リ
特

が
界
品
メ

0

・

た
淳
世
作
ア
に

き
黒
は
の
別

て
を
彼
彼
に
は

画祭のポスター

ドもある。 今、

みなされており、

り得ない。 実際

でも一般の賞と

ている。 それ程

る
げ
名
グ

い
ひ
る
の

で
赤
れ
会

れ
「
ら
員

さ
え
委

価
」
数
査

評
侍
ず
審

く
の
必

官
同
人
に
は

に
七
中
て

的
「
の
し

際
画
関

国
」
名
に

は
門
の
督

淳
生
界
監

黒
羅
世
平

「
る
康

に
は
あ
栗

で
に
ど
で
小

ま
特
な
作

ランプリを授賞した。

の河」という映画が、

すでに、 1 9 8 1 年に「泥

世界の映画祭で多くの

。

ま
津
あ
達
回
査
い
る
れ
組

あ
黒
で
督
今
審
て
い
て
そ
間
番

は
と
監
も
の
っ
て
い
期
の

。

で
で
こ
い
て
人
入
し
っ
た
た
ピ

ス
ま
な
若
い

9

が
徴
に
つ
い
レ

ン
れ
希
の
お
氏
象
祭
あ
て
テ

ラ
こ
は
本
に
で
オ
を
画
が
れ

フ
賞
日
味
祭
ヤ
躍
映
と
わ
も

。た
授
意
画
ハ
活
ヌ
こ
行
人

。

ず
つ
の
な
る
い
映
タ
の
ン
な
の
る

ら
か
画
う
す
深
ヌ
パ
界
カ
念
祭
え

わ
な
映
よ
待
義
ン
シ
画
の
残
画
合

聞
は
本
の
期
意
カ
の
映
年
は
映
り

<HU

も
で
日
栗
を
は
の
人
本

9

に
語

に
督
小
躍
賞
回
本
日

1

私
け
て

た
監
は
活
授
今
日
だ
っ

け
な
て
で
の
の
に
も
に
つ
年
に

受
名
い
の
後
栗
た
中
と
後
一
今
祭

を
有
除
た
今
小
ま
の
こ
最
だ
画

賞
り
を
つ
の
の
員
た
た
は
映

も、

ろん、

私の周りにはなかったことである。

それは私が広島に居たためである。

もち

-94-
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( 

に
一
の
る
第

り
一
日
え
ず

わ
一
今
考
ま

お
一
て
が

日仏関係を、 映画

とき、 輸入される

に指摘される。

という観点に立つ

映画の量の不均衡

毎年、 日本に輸入

、
。

し
と
会
に
い
の
評
が
い

対
本
画
般
な
督
い
画
て

に

3

映
一
は
監
高
映
え

の
～
の
く
明
本
考。、

る

2

本
た
低
浮
し
日
と

あ
は
日
い
は
黒
銘
の
る

で
画
に
聞
味
は
感
く
あ

本
映
主
と
興
で
が
多
で

A
H
V
 

6

本
は
る
の
祭
人
り
き

約
百
れ
い
へ
画
ス
よ
べ

は
る
こ
て
化
映
ン
は
る

画
れ
し
文
ヌ
ラ
私
れ

。

映
さ
る
因
本
ン
フ
さ

。

ス
出
あ
起
日
カ
の
る
映

ン
輸
で
に
の
の
く
い
上

ラ
に
度
性
人
年
多
て
で

フ
ス
程
極
ス
今
に
え
ス

る
ン
た
消
ン
に
」
与
ン

れ
ラ
つ
の
ラ
実
夢
を
ラ

さ
フ
い
社
フ
現
「
価
フ

る。

り
に
で

2

と
響
現
と
が
は
っ
人
言
界
て
つ

C

も
国

在
本
量
約
も
画
影
に

J

人
識
持
の
は
世
し
一
一

E

本
の

の
白
人
聞
か
映
の
確
か
た
知
を
本
と
と
に
日
て

画
輪
年
し
カ
こ
明
す
え
る
味
日
る
は
う
は
で
果

映
は
の
（
り
も
で
答
歩
興
と
あ
に
よ
て
ま
は
の

。
。

ス
画
位
画
い
メ
う
に
き
と
対
に
ス
で
的
れ
い
年
来
東

ン
映

2

映
な
ア
ろ
査
好
」
に
国
ン
発
済
わ
お

9

将
い

の
u
d

ラ
ス
第
カ
た
は
あ
調
が
カ
画
の
ラ
活
経
払
に
1

遠

。

フ
ン
で
リ
満
会
で
ト
画
リ
映
い
フ
り
り
パ
る
て

る
ラ
中
メ
も
機
い
一
映
メ
ス
五
ま
的
取
ツ
た
い
し

け
フ
の
ア
に
る
な
ケ
の
ア
ン
が
ず
あ
治
が
ロ
ま
て
決

お
画
の

l

れ
少
ン
国
「
ラ
々
ら
政
境
一
し
て

。
。
、
、

に
る
映
位
の
さ
に
ア
の
て
フ
た
人
わ
は
国
ヨ
し
と
っ

本
残
国
一
分
映
か
た
ど
し
つ
の
か
流
で
に
一
う
と

日
が
外
第

4

上
迄
つ
「
対
く
か
く
か
交
方
速
に
統
ょ
に

満
る
の
に
行
に
多
し
多
も
的
一
急
実
が
れ
パ

。

で
不
れ
が
）
般
て
の
る
い
に
乏
に
化
で
現
ツ
さ
ツ

。

方
も
さ
る
本
一
し
私
い
間
的
て
在
る
文
い
模
イ
合
ロ

。

に
入
あ

0

く
較
て
う
倒
め
現
い
な
規
る
ド
統
一

方
輸
は

5

広
比
は
れ
い
圧
極
て
的
え
的
い
の
が
ヨ

p
h
u
 

n
E
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。

よ
は
な
き
お
流
が
史
強
互
る
具
よ
ん
で

つ
流
は
べ
に
交
解
歴
が
根
相
い
の
に
含
し

持
交
で
る
ル
的
ず
理
は
た
に
な
て
化
音
も
味

を
際
の
れ
ベ
済
え
的
本
来
互
効
え
文
と
を
意

係
国
も
さ
レ
経
言
化
日
て
相
有
考
る
光
学
を

闘
の
き
な
の
は
文
し
に
も
は
よ
の
哲
性

な
真
べ
て
業
的
と
の
に
流
だ
最
私
に
そ
と
効

接
る
つ
企
治
流
互
際
交
未
は
と
像
）
有

密
い
れ
よ
や
政
交
相
実
と
は
画
る
映
く
性
の

に
か
わ
に
府
く
際
る
々
解
映
あ
と
な
感
て

。

う
し
行
解
政
づ
国
け
る
国
誤
で
音
は
（
し

ょ
て
理
基
の
お
れ
の
る
て
ア
「
で
術
と

の
お
っ
的
払
に
で
に
さ
く
け
い
イ
に
味
芸
ア

国
ろ
よ
化
わ
係
味
ル
と
多
お
お
デ
単
意
る
イ

隣
あ
に
文
な
関
意
ベ
要
の
に
に
メ
だ
う
れ
デ

で
済
の
す
害
な
レ
必
ア
ル
点
の
た
い
さ
メ

し
る
経
い
利
的
の
に
ジ
ベ
の
め
と
現
の

、

な
な
や
互
ふ
質
民
的
ア
レ
こ
た
は
」
表
一

は
に
治
あ
ふ
本
市
本
に
民
解
れ
化
て
唯

。

で
う
政
し
で
け
は
般
基
的
市
い
理
そ
象
つ
だ

いる。

( 1 9 9 0 年 9 月、 西条にて）
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